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平成 24 年度事業結果及び平成 25 年度事業予定 （詳細事業内容） 

 

■実施機関：環境省 
事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

ノヤギ・

ノネコ 

環１ 外来ほ乳類対策 

ノネコ対策調査業

務 

 

父島 ① 維持管理（継続） 

② ノネコ捕獲（継続） 

③ノヤギ排除（継続） 

・ノヤギ排除作業（銃器及びわな）の

継続。 

・ノヤギ生息状況及び植生のモニタリ

ングの継続 

④ノヤギ排除に関して、島民等への周

知、報告等の実施。 

 

② ノネコ排除 

ｾﾝｻｰｶﾒﾗ、フンの痕跡調査 

③ノヤギ排除(継続) 

・ノヤギ生息状況（東平柵内：ｾﾝｻｰｶﾒﾗ、

行動域調査、船上ｶｳﾝﾄ、定点観察、排除

効率等） 

・植生（外来植物（東平柵内個体数調査）・

希少植物（東平周辺で個体ベース調査）、

定点写真 

・侵入防止柵設置箇所における外来植物

侵入状況（東平柵沿い） 

①柵維持管理（継続） 

②H２４年度に父島山域で１５頭を捕

獲。 

③ノヤギ排除 

H２４年度、柵内で 21 頭を排除。現時

点で柵内のノヤギ排除完了。 

・ノヤギ生息状況及び植生のモニタリ

ングの実施。 

ノヤギによる食害がなくなった他は

植生に大きな変化はない。侵入防止柵

沿いには外来樹木数種の実生が出現

した。 

④島民等への事業の周知、進捗の報告

の実施。 

①維持管理（継続） 

②父島山域におけるノネコモニタリング及び

捕獲、捕獲したネコの一時飼養及び搬送。東

平生態系モニタリング及び保全方針検討会の

開催（継続） 

③ノヤギ排除（継続） 

・ノヤギ排除作業（銃器及びわな）の継続。 

・ノヤギ生息状況及び植生のモニタリングの

継続 

④ノヤギ排除に関して、島民等への周知、報

告等の実施。 

 

見直しなし 「東平ノヤギ・ノネコ排除柵設定に

関する検討会」において、検討 

 

ノネコ 環２ ノネコ対策調査業

務 

 

母島 ① ノネコのモニタリング及び捕獲

（継続） 

ノネコ生息状況（ｾﾝｻｰｶﾒﾗ）(継続) ①H22 年度から引き続き、モニタリン

グ及びモニタリング状況に応じて周

辺域におけるノネコの排除を実施。

H24 年度は、南崎にて５頭を捕獲。

①南崎半島部およびその他山域（乳房山）で

のノネコのモニタリング及び試験捕獲、捕獲

したネコの一時飼養及び搬送、南崎フェンス

内海鳥モリタリング（継続） 

・見直しなし。 

・ただし、今期、ネコによるアカガシラ

カラスバトの捕食事故が母島でも生じて

いることから、緊急的な取組が必要とな

る可能性がある。 

 

 環３ 外来ほ乳類対策 兄島・弟

島 

モニタリングを縮小する。他分野の調

査等と協力し、残存個体の情報が得ら

れた場合、捕獲等の対策を速やかに行

う。 

他分野の調査時における残存個体の情報

収集。 

兄島・弟島両島に関して、残存個体の

情報なし。 

モニタリングは実施せず。他分野の調査等と

協力し、残存個体の情報が得られた場合、捕

獲等の対策を速やかに行う。 

見直しなし  

ノブタ 環４ 外来ほ乳類対策 

 

弟島 他分野の調査等と協力し、残存個体の

情報が得られた場合、捕獲等の対策を

速やかに行う。 

他分野の調査時における残存個体の情報

収集。 

弟島でのノブタの痕跡等は確認され

なかった。 

モニタリングは実施せず。他分野の調査等と

協力し、残存個体の情報が得られた場合、捕

獲等の対策を速やかに行う。 

見直しなし 平成 21年 11月の科学委員会で

根絶を発表 

クマネズ

ミ 

環５ 外来動物対策調査 

 

聟島・東

島、兄島 

① 既駆除地域でのモニタリング調査

の継続 

② 弟島から兄島への再侵入対策の継

続 

③ オガサワラノスリなど鳥類、植物、

陸産貝類などのモニタリングの継続 

④ 駆除手法の改善に関する検討、お

よび弟島での再駆除、母島属島での駆

除実施と、駆除前のネズミ類・非標的

種生息状況調査の実施 

 

○駆除実施地 

・外来ネズミの生息状況(継続) 

・植物、陸産貝類、昆虫、鳥類（ノスリ）

等生息状況 

・植物（タコノキなど）の食害状況調査

（年 5回）（継続） 

・陸産貝類生息状況（兄島/年２回、弟島

/年 1 回）（継続） 

・オガサワラノスリ繁殖状況（兄島、弟

島、東島、年 1回）（継続） 

・アホウドリ、鳥類、植物、昆虫・海草

等の生息状況（専門家ヒアリング等によ

る） 

 

 

○駆除未実施地（主に母島列島） 

・外来ネズミの生息状況(継続) 

・生態系影響に関する専門家ヒアリング

① 既駆除地でのモニタリング調査

（３回終了）の結果、弟島にくわえて、

兄島での駆除後の初確認があった。

②弟島南部での部分的防除を実施 

③兄島、弟島においてオガサワラノス

リの繁殖率が上昇傾向にあることを

把握。弟島での植物の食害再開を確

認。兄島の陸産貝類では今のところ顕

著な食害が生じていない事を把握。

④第１世代による駆除時の手法改善

検討を行った。駆除を実施すべき島嶼

の優先順位を整理し、優先順位の高い

母島属島に関して、さらに島の優先順

位の整理、非標的種生息状況調査、配

慮手法の検討整理を実施。第 2 世代の

試験的利用に関する条件整理を実施。

①未根絶島嶼における中長期計画策定。 

② 既駆除地域でのモニタリング調査の継続

③根絶技術・コントロール技術確立の検討。

根絶島嶼における再侵入防止手法の検討。 

④ オガサワラノスリなど鳥類、植物、陸産貝

類などを調査対象種とした生態系モニタリン

グの継続 

④ 駆除手法の改善に関する検討、住民説明会

の実施、駆除前のネズミ類・非標的種生息状

況調査の実施 

 

一部見直し 「ネズミ類対策検討会」におい

て検討 
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

（海鳥類、植物、陸産貝類、昆虫類、甲

殻類等） 

・陸産貝類生息状況（向島、平島、姉島、

妹島、姪島/1 回） 

・陸生鳥類生息状況（向島、妹島、姪島/

年 1 回） 

グリーン

アノール 

オオヒキ

ガエル 

環６ 外来生物重点防除

事業 

（父島アノール対

策） 

父島 ① 重点防除区域を中心に、グリー

ンアノールの捕獲及び生息状況

のモニタリングを継続する。 

・重点防除区域等において、ア

ノールの生息・繁殖しないよう、

植生管理等の効果をとりまとめ

る。 

②属島へのアノール等の侵入状況の

把握、侵入に対する早期対処の作業

を実施する。 

 ・重点防除区域等へのアノールの移

動等を把握する。 

③オオヒキガエルの防除方法、体制等

を検討し、重要地域における試験捕

獲を実施する。 

・兄島でオオヒキガエル生息状況調査

を実施する。 

④島民等に対する業務の普及啓発を

実施し、普及啓発用展示物や啓発資料

を作成する。 

○父島（二見港）（継続） 

・アノール生息状況（トラップによる捕

獲／通年、ルートセンサス／年 2 回）

・オオヒキガエル試験捕獲（手取り等／

年２回） 

 

○属島（父島列島）（継続） 

・アノール・オオヒキガエル侵入状況の

確認（踏査／適宜） 

・（兄島）オオヒキガエル根絶確認（音声

モニタリング／適宜、踏査／10 回程度）

 

 

①二見港周辺の重点防除区域及び移

動経路となる地域において、専属捕

獲員により作業を行い、平成 24 年

度は 1502 個体捕獲した。H24 年 10

月における推定生息密度は、69 個

体/ha であった。防除区域外に比

べ、重点防除区域での密度は 3割に

低減することができた。 

・ 重点防除地域ではアノール生息適

地排除のために植生管理等の効果

をとりまとめた。 

②踏査と関係者への聞き取り等の結

果、アノール・オオヒキガエルの属

島への侵入は確認されなかった

（2013 年１月現在）。その後、2013

年 3 月、兄島でグリーンアノールが

発見された。 

・属島利用マニュアル案を作成し、ガ

イドに配布した。 

・記号放逐調査等により、行動圏や移

動パタンを確かめた。 

③・重点防除地域でオオヒキガエルの

試験捕獲を実施し、効果的な防除技

術を検討した。 

・兄島で音声モニタリングを継続した

が、オオヒキガエルの生息は確認さ

れなかった。残存の可能性は低い。

  

⑤パンフレット「外来動物対策は

今！」「私たちができること」の増

刷。 

・保全対象種（オガサワラハンミョウ）

の樹脂封入標本製作。 

・外来種対策及び固有昆虫保全に関す

る講演会と写真展を実施した。 

② 重点防除区域を中心に、グリーンアノー

ルの捕獲及び生息状況のモニタリング

を継続する。 

・重点防除区域等において、アノールの

生息・繁殖しないよう、植生管理等の効

果をとりまとめる。 

②属島へのアノール等の侵入状況の把握、侵

入に対する早期対処の作業を実施する。 

 ・重点防除区域等へのアノールの移動等を

把握する。 

③オオヒキガエルの防除方法、体制等を検討

し、重要地域における試験捕獲を実施する。 

・兄島でオオヒキガエル生息状況調査を実施

する。 

④島民等に対する業務の普及啓発の実施。 

一部見直し  

グリーン

アノール 

オオヒキ

ガエル 

環７ 外来両生爬虫類対

策事業 

（母島アノール対

策事業） 

母島 ①自然再生区においてアノールとオ

オヒキガエルの排除作業を継続す

る。 

②外来種除去による影響緩和に伴う

昆虫類及び土壌動物等の回復状況

をモニタリングする。また、外来植

物等の試験駆除とモニタリングを

実施する。新夕日ヶ丘を小笠原国立

○新夕日ヶ丘自然再生区（継続） 

・アノール・オガサワラトカゲ生息状況

（トラップによる捕獲／通年、エリア

センサス／年２回） 

・オオヒキガエル根絶確認（踏査・トラ

ップ／通年） 

・無脊椎動物（スジヒメカタゾウムシ等）

生息・回復状況 

①・新夕日ヶ丘ではアノールの集中捕

獲とモニタリングを継続し、低密度

状態を維持した。オオヒキガエルの

侵入を阻止した。 

・南崎草原部ではアノールの捕獲とモ

ニタリングを実施した。オオヒキガ

エルの生息は確認されなかった。

②・新夕日ヶ丘では、昆虫類が増加傾

①自然再生区においてアノールとオオヒキガ

エルの排除作業を継続する。 

②外来種除去による影響緩和に伴う昆虫類及

び土壌動物等の回復状況をモニタリングす

る。また、外来植物等の試験駆除とモニタリ

ングを実施する。新夕日ヶ丘を小笠原国立公

園における自然再生事業を情報発信する場と

して活用できるよう、住民と連携して自然再

一部見直し 「平成 22 年度より新夕日 WG を設

置」WG で検討。 
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

公園における自然再生事業を情報

発信する場として活用できるよう、

住民と連携して自然再生を進める。 

③自然再生区以外の希少昆虫等の重

要な生息場所でも、アノールやオオ

ヒキガエルの防除を行い、生態系へ

の影響を緩和する。 

 

○南崎自然再生区（継続） 

・アノール・オガサワラトカゲ・オオヒ

キガエル生息状況（捕獲・ルートセン

サス／年１回） 

・無脊椎動物（オガサワラセセリ、ヒメ

カタゾウムシ等）生息・回復状況 

○その他地域(継続) 

・（石門）アノール生息状況（トラップに

よる捕獲／通年） 

・（蓮池周辺）オオヒキガエル生息状況（ル

ートセンサス等／適宜） 

・無脊椎動物（オガサワラシジミ、等）

生息・回復状況 

・固有トンボ、オガサワラシジミ回復事

業に係る生息状況 

向にあることを確認した。地元住民

と連携してオガサワラシジミのモ

ニタリングを実施し、植栽した在来

樹での羽化を確認した。 

・南崎草原部では、スジヒメカタゾウ

ムシの安定的な生息が確認された。

草原部での調査は出来なかったが、

周辺でのオガサワラセセリの生息

が確認された。 

③・石門でアノールの捕獲とモニタリ

ングを実施した。 

・蓮池では遮断柵によりオオヒキガエ

ルの繁殖を阻止した。周辺では、踏

査の際に成体が発見された。 

生を進める。 

③自然再生区以外の希少昆虫等の重要な生息

場所でも、アノールやオオヒキガエルの防除

を行い、生態系への影響を緩和する。 

ウシガエ

ル 

環８ 外来両生爬虫類対

策事業 

 

弟島 ①監視を継続する。万一、残存個体の

生息が疑われる場合は適切に対処

する。 

②継続して人工池の管理を行って、固

有トンボ類の生息場所を確保する。 

・人工トンボ池における固有トンボ類生

息状況 

・根絶モニタリング（音声モニタリング

／7～9 月）（継続） 

①音声モニタリングを継続したが、ウ

シガエルの生息は認められなかっ

た。残存する可能性は極めて低い。

②トンボ類の人工繁殖池を維持管理

した。人工池で固有トンボ類が安定

的に繁殖しているのが確認された。

①監視を継続する。万一、残存個体の生息が

疑われる場合は適切に対処する。 

②継続して人工池の管理を行って、固有トン

ボ類の生息場所を確保する。 

見直しなし 平成21年11月の科学委員会で根絶

を発表 

ニューギ

ニアヤリ

ガタリク

ウズムシ 

①重要地域のプラナリア類及び陸産

貝類の生息調査 

 

②域外保全技術の検討（野外飼育施設

の改良、技術確立の検討。 

③生息地保全手法の検討（プラナリア

侵入防止柵の設計） 

④再導入区域での保全策、管理手法

（プラナリア類の低密度化実験、プ

ラナリア類の侵入防止実験等）の検

討 

⑤プラナリア類除去装置の維持管理

（父島：高山・南崎地域、母島：乳

房山、南崎）。 

⑥普及啓発（プラナリア類と固有陸産

貝類に関するパンフレット作成） 

○父島の5地域56地点においてプラナリ

ア類の生息状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①重要地域の１地域において、ﾆｭｰｷﾞ

ﾆｱﾔﾘｶﾞﾀﾘｸｳｽﾞﾑｼの侵入が確認された。

ｶﾀﾏｲﾏｲの唯一の生存地域での確認が

なかったほか、固有陸産貝類の密度の

低下や激減した種が確認された。 

 

②陸産貝類の野外飼育施設改良を行

い、実験を継続中。 

③プラナリアを忌避及び殺虫する天

然成分由来の薬剤を用いた侵入防止

柵の設計、実験開始。 

④通電テープ及び殺虫剤を用いたエ

リア排除手法の実験を実施。 

⑤プラナリア類除去装置の維持管理

の継続。 

⑥パンフレット「小笠原に持ち込まれ

た生きものたち・プラナリア類」作

成・配布予定。 

①重要地域のプラナリア類及び陸産貝類の生

息調査 

 

②域外保全技術の検討（野外飼育施設の改良、

技術確立の検討。 

③生息地保全手法の検討（プラナリア侵入防

止柵の設計及び設置） 

④再導入区域での保全策、管理手法（プラナ

リア類の低密度化実験、プラナリア類の侵入

防止実験等）の検討 

⑤プラナリア類除去装置の維持管理（父島：

高山・南崎地域、母島：乳房山、南崎）。 

⑥普及啓発 

一部見直し 

固有陸産

貝類 

環９ プラナリア拡散防

止対策業務 

陸産貝類域外保全

業務 

外来生物重点防除

業務 

 

父島 

①父島における域外保全技術の確立

（室内飼育と繁殖技術の確立、野外飼

育手法の検討、飼育個体の遺伝子変動

把握） 

 

②室内飼育マニュアル作成 

 

③母島における域外保全のための基

礎情報の収集。 

○母島での陸産貝類の生息状況調査 ①父島において恒温機による室内飼

育を継続。危機的状況にある種・個体

群の捕獲及び飼育開始。H25 年 2月現

在 4 種 5 個体群 80 個体を飼育中（ｶﾀ

ﾏｲﾏｲ 22、ｷﾉﾎﾞﾘｶﾀﾏｲﾏｲ 23、ﾁﾁｼﾞﾏｶﾀﾏｲ

ﾏｲ 27、（新規）ｱﾅｶﾀﾏｲﾏｲ 8）。繁殖を試

み、ｶﾀﾏｲﾏｲ及びｷﾉﾎﾞﾘｶﾀﾏｲﾏｲで孵化、

ﾁﾁｼﾞﾏｶﾀﾏｲﾏｲで産卵。野外施設内で網

室を用いた飼育の試行を開始。 

②飼育体制検討のため、飼育トレーニ

①父島における域外保全技術の確立（室内飼

育と繁殖技術の確立、野外飼育手法の検討、

飼育個体の遺伝子変動把握） 

 

②飼育マニュアル作成（室内飼育マニュアル

改訂、屋外飼育マニュアル作成） 

 

 

③母島における域外保全のための基礎情報の

収集。 

見直しなし 

「プラナリア対策・陸産貝類検討

会」において検討 
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

ングを実施。飼育マニュアルを更新予

定。 

③母島の 23 地点において陸産貝類の

生息状況を把握。同時にプラナリアの

生息状況も把握。 

 

④母島島内の域外保全手法の課題整理（ﾆｭｰｷﾞ

ﾆｱﾔﾘｶﾞﾀﾘｸｳｽﾞﾑｼ侵入に備えた手法検討） 

アカギ 環 10 アカギ対策検討調

査 

母島、弟

島 

○母島北部を中心とした私有地にお

ける駆除試験の実施。 

○母島新夕日ヶ丘再生区内における

植生回復（外来樹木等の駆除等）の継

続実施 

○既往試験地の再処理とモニタリン

グ 

○普及啓発の実施 

○既往試験地のアカギ再生状況調査 

○母島北部イエシロアリの分布調査 

・ 

○母島北部私有地における駆除試験

を実施（衣舘地区） 

○母島既往試験地におけるモニタリ

ング調査の実施 

○母島新夕日ヶ丘再生区内における

外来樹木の枯殺処理 

○母島におけるイエシロアリの分布

に関する調査 

○アカギ材を用いた木工教室等の開

催による普及啓発 

 

○母島北部を中心とした私有地における駆除

試験の実施。 

○母島新夕日ヶ丘再生区内における植生回復

（外来樹木等の駆除等）の継続実施 

○既往試験地の再処理とモニタリング 

○普及啓発の実施 

・民有地については、土地登記者が

高齢化しており、戦前居住していた

方などは連絡の追跡が難しく、こう

した一部の土地で駆除が実施でき

ない状況となっている。 

未駆除地が種子の供給源となって

駆除後のエリアへの侵入が懸念さ

れる。 

 

モクマオ

ウ（リュ

ウキュウ

マツを含

む） 

環 11 外来植物対策調査

業務 

 

兄島、弟

島、妹島、

姪島 

○兄島・弟島における駆除及び監視の

実施 

○弟島における新規外来種の対策試

験の検討・着手（ガジュマル成木）。 

○妹島におけるギンネム根絶に向け

た継続的な枯殺処理と既往処理箇所

（リュウキュウマツ、ギンネム）のモ

ニタリング 

○姪島におけるリュウゼツランの駆

除試験の検討・着手。既往処理箇所（モ

クマオウ）のモニタリング 

○除草剤による枯殺手法の確立試験

の継続 

○既往試験地調査（兄島、弟島） 

・生態系への影響 

・稚樹のモニタリング 

・陸産貝類生息状況 

・昆虫調査生息状況 

○既往試験地（兄島）におけるモニタ

リングと追加枯殺処理の実施 

○既往試験地（弟島）におけるアカ

ギ・ギンネム等の根絶に向けた駆除処

理 

○弟島におけるノヤシ保全のための

カンショオサゾウムシ防除対策の検

討 

○妹島（リュウキュウマツ、ギンネ

ム）、姪島（モクマオウ）における外

来樹木の駆除試験の継続 

○父島東平柵内の外来植物の追加駆

除の実施 

○除草剤（ラウンドアップ以外）によ

る枯殺試験の実施と経過観察による

枯殺効果の確認調査の実施 

○兄島・弟島における駆除及び監視の実施 

○弟島における新規外来種の対策試験の検

討・着手（ガジュマル成木）。 

○妹島におけるギンネム根絶に向けた継続的

な枯殺処理と既往処理箇所（リュウキュウマ

ツ、ギンネム）のモニタリング 

○姪島におけるリュウゼツランの駆除試験の

検討・着手。既往処理箇所（モクマオウ）の

モニタリング 

○除草剤による枯殺手法の確立試験の継続 

・左記の予定を、外来植物対策を整理し、

島毎に計画を立てて取り組むこととし

た。 

・特に、希少種保全と外来植物対策を連

携させた取組を行うこととした。 

 

アカガシ

ラカラス

バト 

環 12 アカガシラカラス

バト保護増殖事業

に関する調査等業

務 

父島列島 ① 目撃情報の収集・管理 

② 生息状況調査 

③ 標識装着 

④ 父島における解析抽出された好適

繁殖地の調査及び解析 

・アカガシラカラスバトの生息状況、繁

殖状況 

① 父島列島及び母島列島における

目撃情報は前年に比べ増え、特

に若鳥（未標識・不明個体）の

出現が増加した。 

② 島間移動が多数確認された。繁

殖域が乾性低木林内に広がっ

た。 

③ 父島・母島・北硫黄島で合計 39

羽装着した。（H24.9 まで） 

④ GIS 業務の取りまとめ状況が今

年度末のため、次年度報告。 

① 目撃情報の収集・管理 

② 生息状況調査 

③ 標識装着 

④ 環境条件の地理的情報整理及び繁殖環

境条件の解析 

見直しなし 「アカガシラカラスバト保護増殖

検討会」で検討。 

オガサワ

ラオオコ

ウモリ 

環 13 オガサワラオオコ

ウモリ生息状況等

調査事業 

父島 ① コウモリ事故防止のための普及啓

発 

② 繁殖期を中心としたねぐら周辺域

の巡視 等 

・オガサワラオオコウモリの生息数 

・冬季ねぐら域の環境 

・現地における連絡体制と共に状況把

握に努めている。 

① 関係機関と連携し、現地における問題の

抽出と連絡体制の確立をしつつ状況把握

に努める。 

・アカガシラカラスバト・オガサワラオ

オコウモリに関する現地連絡会におい

て、関係機関と連携して現地における問

題に対応 

実質的な事業展開に至っていない。

希少昆虫

類 

環 14 小笠原希少昆虫保

護増殖事業に関す

父 島 属

島、母島

① 昆虫５種の生息状況調査及び生息

環境調査を継続する。 

・オガサワラシジミ、オガサワラトンボ、

オガサワラアオイトトンボ、ハナダカト

① 昆虫５種の生息状況調査、生息

環境調査を継続。特にオガサワ

① 昆虫５種の生息状況調査及び生息環境

調査を継続。 

・オオバシマムラサキ植栽のための検討

会を開催、植栽計画を策定予定 

「小笠原希少昆虫保護増殖事業連

絡会議」及び同専門家打合せにおい
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

る調査等業務 属島 ② オガサワラハンミョウの生息域外

保全を継続し、野生復帰の必要性

及び影響評価のための情報収集・

検討を行う。 

③ 弟島のシュロガヤツリ（外来植物）

の駆除を継続する。 

④ 住民説明会、専門家打合せ、連絡

会議を開催する。 

 

ンボ、オガサワラハンミョウの生息状況

及び生息環境(継続) 

・シュロガヤツリ駆除後の固有トンボ類

の回復状況等検証(継続) 

 

ラハンミョウ、トンボ類につい

ては未調査地を含め広範囲に

調査を実施。シジミについては

外来樹対策地において食樹生

育状況、利用状況について調

査。 

② オガサワラハンミョウの生息

域外保全を継続 

③ 弟島のシュロガヤツリ（外来植

物）の駆除を継続。 

④ 地元小学校を対象にした説明

会、専門家打合せ、連絡会議を

開催。 

② オガサワラハンミョウの生息地を保全

するための落葉除去等の対策を実施。

③ オガサワラハンミョウの生息域外保全

を継続 

④ 弟島のシュロガヤツリ対策について、

根からの除去を試験的に実施 

⑤ 専門家打合せ、連絡会議の開催 

・グリーンアノールと保全対象種の相互

関係に注視が必要。 

て検討。 

 

希少植物 環 15 小笠原希少野生植

物の生育状況調査

等域内保全事業 

小笠原希少野生植

物域外保全事業 

父島、兄

島、母島、

妹島、域

外保全施

設 

① 生育地における生育状況等モニタ

リング 

② ノヤギ、ネズミ類による食害防止

等生育環境の維持改善 

③ 域外保全施設における系統保存、

増殖技術の試験等 

④ 自生個体の人工授粉、播種試験等

の植栽を実施 

⑤ 生育地の土壌等環境条件の調査及

び生育適地の解析 

⑥ 植栽実施計画未検討種の検討 

・希少植物１２種の生育状況（過去の植

栽株を含む） 

・ノヤギ、ネズミ類による食害防止施設

の状況 

① 生育地における生育状況等の

モニタリング、生活史解明のた

めの調査等を実施。 

② ノヤギ、ネズミ防止柵の設置及

び維持管理を実施。 

③ 域外保全施設における系統保

存、増殖技術の試験等を実施

④ 植栽計画に基づき自生個体の

人工授粉、播種試験等の植栽を

実施。 

⑤ 土壌等生育基盤の地理的情報

を整備。 

⑥ ４種について新規植栽計画、１

種について改訂植栽計画を検

討。 

① 生息地における生育状況等モニタリン

グ 

② ノヤギ、ネズミ類による食害防止等生

育環境の維持改善 

③ 域外保全施設における系統保存、増殖

技術の試験等 

④ 自生個体の人工授粉、播種試験等の植

栽を実施 

 

・外来植物対策と連携し、希少種保全の

ための外来植物対策の方向性を検討す

る。 

「小笠原希少植物保護増殖事業「植

栽」に関する検討会」において「植

栽実施計画」について検討。 

 

 

※関東地方環境事務所にて実施 
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■実施機関：林野庁 
事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業進捗 平成 24 年 3月時点（計画） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

外来植物

（ ア カ

ギ、モク

マ オ ウ

等） 

林１ 中・長期の外来植

物駆除計画策定 

小笠原諸

島 

－ － －   － 

アカギ、

モクマオ

ウ、リュ

ウキュウ

マツ等 

林２ 森林生態系の修復

を目的とした外来

植物の駆除 

父島、兄

島、弟島、

母島、向

島等 

[林１]の中・長期計画に基づ

き、 

○ 薬剤注入等によるアカギ、リ

ュウキュウマツ、モクマオウ等の

駆除を、父島東部（約 8ha）、弟島

（約 8ha）、兄島（約 24ha）、西島

（約 3ha）、東島（約 14ha）、母島

（石門約 1ha）、向島（約 2ha）で

実施。また、アカギ等の稚幼樹の

抜き取り等を父島、兄島、弟島、

母島（石門、南崎）において併せ

て実施。 

○ 25 年度以降の駆除予定木調

査を父島東部（約 37ha）、弟島（約

20ha）、兄島（約 11ha）、東島（約

3ha）、母島（約 18ha）で実施 

○ 事前・事後モニタリング調査

を上述の箇所等で実施。 

○ 外来植物の駆除に当たっては、

順応的な管理のための事前モニタリ

ング及び事後モニタリングを実施。

 

モニタリングの内容 

① 鳥類（ラインセンサス、ポイン

トセンサス等） 

② 昆虫類（直接観察、トラップ等）

③ 陸産貝類（コドラート等） 

④ 植生（プロット等） 

⑤ 陸水動物（コドラート等） 

⑥ 水質・土壌成分（薬剤の残留状

況） 

⑦ シロアリ（ラインセンサス等：

父島及び母島） 

 

※「小笠原諸島における森林生態系

保全管理技術事業」（「林 11」）によ

るモニタリング結果も活用 

[林１]の中・長期計画に基づ

き、 

○ 薬剤注入等によるアカギ、リ

ュウキュウマツ、モクマオウ等の

駆除を、父島東部（約 8ha）、弟

島（約 8ha）、兄島（約 34ha）、西

島（約 3ha）、東島（約 14ha）、母

島（石門約 1ha）、向島（約 2ha）

で実施(計約 72ha）。また、アカ

ギ等の稚幼樹の抜き取り等を父

島、兄島、弟島、母島（石門、南

崎）において併せて実施。 

○ 25 年度以降の駆除予定木調

査を父島東部（約 37ha）、弟島（約

20ha）、兄島（約 11ha）、東島（約

3ha）、母島（約 18ha）で実施(計

89ha) 

○ 事前・事後モニタリング調

査を上述の箇所等で実施。 

○ 薬剤注入等によるアカギ、リュウキ

ュウマツ、モクマオウ、ギンネム等の駆

除を、父島東部（約 8ha）、弟島（約 27ha）、

兄島（約 43ha）、西島（約 4ha）、東島（約

4ha）、母島（堺が岳外約 20ha）、向島（約

2ha）で実施予定(計約 108ha）。なお、ア

カギ等の稚幼樹の抜き取り等を父島、兄

島、弟島、母島（石門、南崎）において

併せて実施予定。 

○ 26 年度以降の駆除予定木調査を弟

島（約 32ha）、孫島（約 5ha）、兄島（約

20ha）、西島（約2ha）で実施予定(計51ha) 

○ 事前・事後モニタリング調査を上述

の箇所等で実施予定。 

弟島（約 27→未定 ha）、兄島（約 43

→35+伐開 ha）,等々 

「保全管理委員会」で事業計画

等を承認。 

「固有生態系修復事業検討委

員会」で具体的駆除の進め方等

を検討。 

 林３ 外来植物駆除事業

影響調査-シロア

リ対策- 

父島・母

島 

外来植物駆除事業に伴うシロア

リ対策の指針を検討するため、国

有林内のシロアリの生息密度等

の調査を実施する予定。 

 － 応札なしにつき中止とし、「林13」

外来植物駆除残置木有効活用

調査に含めて調査。 

   

その他外

来植物、

普及啓発

等 

 

林４ 小笠原原生植生回

復ボランティア 

母島 ○母島桑の木山において、内地及

び現地ボランティアの協力を得

て、外来植物（アカギ等）の抜取

り等を実施。 

 

 ・母島桑の木山において、外来植

物（アカギ等）の抜取り等を実施。

（実施日 24．11.8 参加者内地

ボランティア 24 人、現地ボラ

ンティア 4人及び現地スタッ

フ等10人 合計38人により実

施） 

○24 年度に引き続き実施予定 見直しなし  

 林５ 外来植物駆除作業

体験への協力等 

南島、父

島等 

○23 年度に引き続き実施  ○小笠原中学校 

・父島東平サンクチュアリー内

で、外来植物（アカギ等）の駆除

作業を実施（実施日 24.10.18

生徒 17 人・教員 4人参加） 

○小笠原高校 

・兄島で外来植物（センダングサ

等）の駆除作業を実施（実施日

○24 年度に引き続き実施予定 小笠原高校 

・兄島で外来植物（センダングサ等）

の駆除作業を実施→実施箇所につい

ては検討中 
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業進捗 平成 24 年 3月時点（計画） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

24.10.27 生徒 9人・教員 4 人

参加） 

○父島の国有林内で、外来植物

（モクマオウ等）の駆除作業を実

施（実施日 25.2.20 生徒 8 人・

教員 3人参加） 

 

 林６ 地元ＮＰＯと連携

した外来植物駆除 

 

父島等 ○各事業とも、23 年度に引き続き

実施。 

○西島：トンボ池のモニタリング 

・トンボ池内に生息するヤゴ等を調

査・観察しトンボ類の個体識別をモ

ニタリング 

○東島：海鳥繁殖環境モニタリング

・調査区内の営巣巣穴について、ボ

アスコープでの観察、捕獲による直

接観察、自動撮影による写真判定に

よる海鳥種班別等を調査確認モニタ

リング 

○村民の森（NPO 法人小笠原野生

生物研究会） 

・会員によるシマホルトノキ植栽

・会員によるモクマオウ、リュウ

キュウマツ、ギンネム外来種駆

除。林内歩道外来種刈り払い 

○ハトの森林（小笠原自然観察指

導員連絡会） 

・現地区域の確認及び植生状況事

前調査 

○西島の固有森林生態系の修復

と保全の森（小笠原クラブ） 

・トンボ池のメンテナンス及びモ

ニタリング 

・森林生態系保全活動を題材とし

た環境教育プログラムを実施 

○東島森林性海鳥の地（NPO 小笠

原自然文化研究所） 

・会員による森林内営巣センサス

調査区内の営巣状況記録、海鳥繁

殖環境モニタリングを実施 

 

○各事業とも、24 年度に引き続き実施予

定。 

見直しなし 「保全管理委員会」で活動状況

等を検討 

 林７ ノネコ 

 

父島 ○引き続き連絡会議と連携し実

施。 

 ○小笠原ネコに関する連絡会議

と連携し実施。（父島、母島での捕

獲数６４頭（飼猫捕獲含む）、うち東

京動物病院搬送５６頭、差の８頭は、

飼い主へ返却） 

○引き続き連絡会議と連携し実施予定。 見直しなし  
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業進捗 平成 24 年 3月時点（計画） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

林８ 希少野生動植物種

の保護管理等 

父島・母

島 

○希少野生動植物種の保護・保全

を実施予定。 

○過去の巡視記録等について、デ

ータベース化を実施． 

○巡視による生息状況確認 

① 鳥類 メグロ：ラインセンサス

② アカガシラカラスバト等３種：

生息状況 

③ 植物 ムニンツツジ等 12 種：開

花状況、枯損・折損等 

④ 昆虫 オガサワラシジミ等５

種：生息状況 

⑤ ほ乳類 オガサワラオオコウモ

リ：生息状況 

①メグロのライセンサンス調査

を実施して生息状況を確認。

②アカガシラカラスバト等の生

息状況を調査。 

(巡視時に毎回のように確認) 

③ムニンツツジ等１２種の生育

状況等を確認。 

（一部に生育不良のものが見ら

れたが、ムニンツツジ８株を確

認） 

④昆虫類の生息状況の確認を実

施。（確認は少数） 

⑤オガサワラオオコウモリの生

息状況の確認を実施。（確認数

は少数） 

○過去の巡視記録等について、デ

ータベース化を実施 

○引き続き、希少野生動植物種の保護・

保全を実施予定。 

見直しなし 「保全管理委員会」で検討 

林９ 希少野生動植物種

保護管理対策調査 

母 島 列

島、父島 

○アカガシラカラスバトを主体

にオガサワラカワラヒワについ

ても、引き続き実施。 

① アカガシラカラスバト：センサ

ーカメラによる出現状況（母島）

②  オガサワラカワラヒワ：生息

状況（足輪装着、生息調査：母島、

姉島、妹島、姪島、向島及び平島）

 

 

①アカガシラカラスバトの出現

状況を観察。（確認できたのは、

既知の個体） 

母島でアカガシラカラスバト

３羽に脚環を装着。 

② 母島列島でオガサワラカワ

ラヒワに脚環の装着及び生

息状況を調査。（若鳥がほと

んど） 

 

（検討中） 

①アカガシラカラスバトについては、標

識調査を主にして、目撃情報はヒヤリ

ングで実施。鳴き声調査のためのテー

プレコーダの設置を検討。 

②オガサワラカワラヒワの標識調査の

脚環をプラスチック製から金属製に変

えて調査を実施する。 

 

①アカガシラカラスバトについて

は、標識調査を主にして、目撃情報

はヒヤリングで実施予定。鳴き声調

査のためのテープレコーダを設置

し調査を実施予定。 

②オガサワラカワラヒワの標識調査

の脚環をプラスチック製から金属

制に変えて調査を実施予定。 

 

希少野生動植物種保護管理対

策調査委員会で検討 

固有種等 

林１０ 父島アカガシラカ

ラスバトサンクチ

ュアリの整備 

父島 ○引き続き実施。  ○サンクチュアリー内の生態系

維持作業（木道整備等）を実施。

○プラナリア対策として、入口

に、酢スプレーを設置。 

○24 年度に引き続き実施予定。 

なお、プラナリアの他エリアへの移動

防止対策として、出口にも酢スプレー

の設置を検討。 

見直しなし 「保全管理委員会」で検討 

その他 林１１ 

 

小笠原諸島におけ

る森林生態系保全

管理技術事業 

兄島等 ○引き続き実施。 平成 23 年度と同じ調査区において、

○広域調査区において、植生調査、

植物相調査、動物調査（鳥類、昆虫

類、陸産貝類、陸棲プラナリア）を実

施。 

○詳細調査区（広域調査区内に設置）

において、植生調査、植物個体群

調査（ウラジロコムラサキ、コヘラナ

レン、マツバシバ等）、動物調査（オ

ガサワラハンミョウ、陸産貝類）を実

施。 

平成 20 年度からの検討結果を踏

まえ、今年度中に、「森林生態系保

全管理手法ガイドライン・兄島モデ

ル」をとりまとめ予定。 

○平成 24 年度で事業終了  「種間相互作用ワーキンググル

ープ」において検討 
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事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業進捗 平成 24 年 3月時点（計画） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

 林１２ 小笠原諸島におけ

る森林生態系保全

管理手法開発事業 

兄 島 ・ 弟

島・父島 

   「森林生態系保全管理手法・兄島モデル」

を踏まえ、兄島台地上の乾性低木林以外

の重要な森林生態系を対象に、種間相互

作用に着目した森林生態系保全管理手法

の開発を実施。 

父島列島全体の森林生態系を一体的

に維持・復元していくため、主に父島・

兄島・弟島を対象として、モニタリング

調査等によって種間関係を解明すると

ともに、父島列島における森林生態系

保全管理手法の開発を実施。 

新たに｢父島列島生態系保全管

理ワーキンググループ｣を設置し

て検討 

林１３ 外来植物駆除残置

木有効活用調査 

父島及び

母島 

林内に残置している駆除木の有

効活用を図ることにより、人家等か

ら 500m 程度以内をも含めた外来

種の駆除促進を可能とし、もって侵

略的外来種駆除の継続的実施とシ

ロアリ被害の未然防止に寄与する

ことを目的に、駆除残置木の搬出

方法の確立と搬出材の有効活用方

策の創出等を委託調査により実

施。 

 取りまとめ済み。  残置駆除木の用途の１つと考えられる

木炭（黒炭･白炭）について、その利用可能

性に視点を当て委託調査を実施予定。 

 残置駆除木の用途の１つと考えら

れる木炭（黒炭･半白炭）について、そ

の利用可能性に視点を当て委託調査

を実施予定。 

 その他外

来植物、

普及啓発

等 

林１４ 新たな外来種等の

予防対策調査 

( 父 島 及

び)母島 

小笠原諸島の価値保全に向け、

未知の外来種の侵入･拡散を未然

に防止するため、既存の予防措置

の検証と問題点を抽出し、対応方

策を検討するとともに、防除施設

等のあり方を委託調査により検

討。 

 取りまとめ済み。 24 年度調査結果を踏まえつつ、外来種予

防対策施設整備に係る実施設計及び施

設整備を実施予定。 

 24 年度調査結果を踏まえつつ、母

島において外来種予防対策施設に係

る実施設計及び施設整備を実施予

定。 

 

 林１５ 森林生態系の保全

と利用に関する調

査 

父島及び

母島 

世界自然遺産登録以降、観光客

等が増加し、固有の森林生態系へ

の影響が懸念されることから、ア

カガシラカラスバトサンクチュ

アリ（SA）の保全方法及びそれ以

外の新たな観察フィールドの設

置等を委託調査により検討。 

 

 取りまとめ済み。 24 年度調査結果をも踏まえ、観察フ

ィールドの整備･管理等に順次取り組む

予定。 

24 年度調査結果をも踏まえ、新た

な観察フィールドの整備･管理等に

順次取り組む予定。 

 

※林 11 及び 12 以外は、関東森林管理局にて実施 
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■実施機関：東京都 
事業項目 平成 24 年度（見込み） 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点（予定） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

ノヤギ 都１ 父島列島植生回復

事業 

父島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兄島 

 

 

 

弟島 

①父島のノヤギ排除作業を継続

実施。 

 

 

 

 

 

 

 

②父島のノヤギ生息数、植生等に

ついてモニタリング調査を継

続実施 

○父島 

・ノヤギ生息状況(定点観察、船上・

陸上カウント)(継続) 

・オガサワラノスリ生息状況（船上・

定点観察） 

・植生調査（53 箇所ポイントコドラ

ート、25 箇所定点写真観察） 

 

○兄島(3～5 年毎で継続。次回 H26

予定) 

・植生調査（6箇所コドラート） 

 

○弟島(3～5 年毎で継続。次回 H26

予定) 

・固有植物調査（オガサワラグワ）

・外来植物調査（モクマオウ、ギン

ネム） 

・植生調査（3箇所コドラート） 

①父島のノヤギ排除頭数（環境

省、東京都、小笠原村） 

銃器   437 頭 

わな    51 頭 

合計   488 頭 

（H22 からの累計 1567 頭） 

 

 

 

②捕獲圧の高い地域（鳥山、西海

岸、中山峠、赤旗山等）の草地で

は草丈の伸長や増加が見られた。

①父島のノヤギ排除作業を継続実施。

 

②父島のノヤギ生息数、植生等について

モニタリング調査を継続実施 

見直しなし  

『父島ノヤギ排除検討委員会』

にて検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『弟島・兄島ノヤギ排除検討委

員会』にて検討（ノヤギ根絶に

伴い平成 23 年度に終了） 

 

プラナリ

ア 

都２ 都レンジャーの配

置 

父島 

母島 

属島 

継続して実施 

平成 24 年度より 7名体制に 

強化（父島 4 名、母島 3名） 

洗浄マットの内容物を分析 ・内容物は分析中 

・父島から母島及び属島への拡散

を防止するための普及啓発や

利用者指導を継続実施。 

 

継続して実施 見直しなし 都レンジャー 

父島 4名 

母島 3名 

アカギ・

モクマオ

ウ・リュ

ウキュウ

マツ 

都３ 都有地外来植物対

策事業 

父島 

弟島 

① 父島の都有地で、モクマオウ

等の外来植物駆除を実施。 

 

② 弟島の都有地における駆除

計画を策定 

・ 植生調査 夜明山周辺の国有林隣接地で駆

除を実施。 

モクマオウ 2 本 

リュウキュウマツ 12 本 

ギンネム 1本 

シマグワ 1本 

キバンジロウ 51 本 

①父島の都有地で外来植物駆除を継続

して実施 

 

②弟島の都有地で外来植物駆除に着手

見直しなし 「父島列島外来植物対策検討

委員会」にて検討 

都４ 聟島列島植生回復

事業 

聟島 

媒島 

①継続してモニタリング調査を

実施（聟島、媒島） 

 

 

②ギンネム・タケ・ササ類の駆除

を継続して実施（聟島、媒島） 

 

 

③継続して、土壌流出が著しく、

植生基盤への影響が大きいエ

リアにおいて、土留めダムや侵

食防止シートの設置、緑化移植

工等を行う（媒島） 

・海鳥生息状況（嫁島、媒島、聟島） 

・昆虫類生息状況（聟島、媒島：インベ

ントリー、ライト・マレーズトラップ） 

・陸産貝類生息状況（聟島、媒島）（隔

年） 

・残存林の拡大縮小状況（聟島、媒

島）（毎年～数年間隔） 

・植物群落（聟島 1 箇所、媒島 5 箇所、

嫁島 1 箇所）（数年間隔） 

・海底環境（媒島袋港）（隔年） 

・外来植物分布（嫁島ヤダケ、媒島タ

ケ・ササ類）（数年間隔）） 

・ギンネム分布状況、駆除箇所植生回

復状況 

・ｷﾞﾝﾈﾑ駆除陸産貝類影響モニタリン

グ（聟島/1 地点/50m トランゼクト、媒

島/3 地点/50m トランゼクト） 

①モニタリングにおいて、大きな

変化はなし。ギンネムは分布拡散

を確認。 

 

②ギンネムの駆除作業を継続し

て実施（聟島 1.0ha、媒島 5.1ha）

 

③ ・ダム 1基改修 

・イネ科緑化移植工 4800 ㎡ 

 ・浸食防止シート工 2500 ㎡ 

①モニタリング調査を継続して実施（聟

島、媒島） 

 

②ギンネム・タケ・ササ類の駆除を継続

して実施（聟島、媒島） 

 

③継続して、土壌流出が著しく、植生基

盤への影響が大きいエリアにおいて、

土留めダムや侵食防止シートの設置、

緑化移植工等を行う（媒島） 

見直しなし 「小笠原国立公園聟島列島植

生回復調査検討委員会」におい

て検討 

 

「小笠原国立公園媒島・聟島植

生復元測量調査・設計検討委員

会」において検討 

 

都５ 父島列島外来植物

対策事業 

父島 

兄島 

孫島 

ノヤギの根絶・減少に伴い拡散の

恐れがある外来植物を駆除。 

① ギンネム：母樹の駆除実施。

実生・稚樹の確認及び駆除 

② モクマオウ等：兄島北部にお

いて駆除計画を策定 

・植生調査 

・駆除・再生モニタリング 

・薬剤成分モニタリング 

 

① ギンネム駆除 

父島：中山峠、巽崎、鳥山 

（母樹 840 本、稚樹 11000 本）

兄島：滝之浦、ﾀﾏﾅﾋﾞｰﾁ周辺、 

二俣岬 

（母樹 3500 本、稚樹 55000 本）

①ギンネム駆除 

万作浜周辺継続して実施 

 

②モクマオウ等 

兄島北部（二俣岬周辺）で外来植物駆

除に着手 

 

 

 

②モクマオウ等 

兄島丸山～見返山間の残留木駆除追

加 

「父島列島外来植物対策検討

委員会」にて検討 

ギ ン ネ

ム、ヤダ

ケ、その

他外来植

物 

都６ 南島植生回復事業 南島 侵略的な外来植物の排除を継続

実施。 

・ 固有ハナバチ類の訪花状況 

・ 外来植物分布状況 

①シンクリノイガ等の外来草本 

53 回実施し、5800kg 駆除(90ℓゴミ

侵略的な外来植物の排除を継続実施。

（シンクリノイガ等の外来草本及びモ

見直しなし 地元 NPO においても関連機関

（小笠原総合事務所国有林課、

小笠原村）の協力のもと外来種
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事業項目 平成 24 年度（見込み） 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点（予定） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

（シンクリノイガ等の外来草本

及びモクマオウ、ガジュマル等の

外来木本） 

袋で 1100 袋） 

②生育する外来木本の全てを駆除.

（モクマオウ 2 本、ガジュマル 1

本） 

クマオウ、ガジュマル等の外来木本） 駆除ボランティアを実施して

いる。 

南島植生回復調査 南島 ネズミ類生息状況や生態系モニタ

リング（鳥類、甲殻類、植生景観

等）を継続して実施。 

・外来ネズミ生息状況(継続) 

・生態系モニタリング（鳥類、甲殻類、

植生景観）（年 1 回、継続） 

・薬剤成分モニタリング 

・ネズミ類の生息確認なし ネズミ類生息状況や生態系モニタリング

（鳥類、甲殻類、植生景観等）を継続して

実施。 

見直しなし 「南島植生回復調査検討委員

会」にて検討 

都７ 南島自然環境モニ

タリング 

南島 利用と自然環境に関するモニタ

リングを継続して実施 
微地形、植生、気象観測、外来植物

分布、海鳥類、利用状況、訪花昆虫

等 

・大きな変化は見られない 利用と自然環境に関するモニタリング

を継続して実施 

見直しなし 「南島自然環境モニタリング

調査検討委員会」にて検討 

都８ アカガシラカラス

バト保護増殖事業

（域外保全） 

内地 継続して保護増殖を実施  傷病個体 1羽をファウンダーに追加。

35 羽飼育（上野 27、多摩 8）。 

産卵 43、孵化 9、成育 6 

継続して保護増殖を実施 見直しなし ｱｶｶﾞｼﾗｶﾗｽﾊﾞﾄ保護増殖分科会に

て検討 

アカガシ

ラカラス

バト 

都９ アカガシラカラス

バト生息調査 

火山列島 北硫黄島における生息調査 アカガシラカラスバト 

オガサワラオオコウモリ 

父島で放鳥したアカガシラカラ

スバトを北硫黄島で確認 

北硫黄島における生息調査を継続 春に予定していた調査は、兄島アノ

ール対応のため中止 

〃 

都 10 オガサワラシジミ

保護増殖事業（域

外保全） 

内地 

 

継続して保護増殖を実施し、飼育

繁殖技術の確立を目指す。 

 10 月♀１捕獲、採卵後放蝶 

採卵数 87、孵化数 70、羽化数 51 

2 月 21 日最後の♂個体死亡。交 

尾成功せず。 

継続して保護増殖を実施し、飼育繁殖技

術の確立を目指す。 

見直しなし 「小笠原希少昆虫保護増殖事

業連絡会議」にて検討 

オガサワ

ラシジミ 

都 11 オガサワラシジミ

保全事業 

 

母島 継続して実施 

対象地周辺の食餌木から種子採

取、穂木採取 

対象地周辺の食餌木の開花・結実状

況 

調査及び対象地整備を継続して

実施 

 

継続して実施 見直しなし 〃 

 

オガサワ

ラオオコ

ウモリ 

都 12 オガサワラオオコ

ウモリ保全事業 

父島 継続して実施 

利用が見られる都有地において

外来植物の駆除を実施 

・ 都有地での飛来・利用状況 

・ ＧＰＳによる行動圏調査 

・調査実施中 継続して実施 見直しなし  

アホウド

リ類 

都 13 アホウドリ類繁殖

状況調査 

聟島列島 

父島列島 

母島列島 

・ 繁殖状況調査を継続して実施 

・ 聟島列島におけるアホウドリ

の飛来・繁殖モニタリングに着

手 

アホウドリ類（クロアシアホウドリ、

コアホウドリ、アホウドリ） 

聟島列島：全域 

父島列島：孫島 

母島列島：姉島属島・妹島属島 

①アホウドリ飛来 

・飼育個体 5羽、自然個体 3羽 

・無性卵の産卵確認 

②クロアシアホウドリ繁殖数 

・聟島列島 933 羽、 

・父島列島 7 羽 

・母島列島 14 羽 

③コアホウドリ繁殖数 

・聟島列島 11 羽 

継続して実施 見直しなし 地元 NPO〈小笠原自然文化研究

所〉と連携して実施。 
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■実施機関：小笠原村 
事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点（予定） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

シンクリ

ノイガ 

村１ 外来種啓発事業 南島 南島で１回実施  参加人数３０名 南島及び兄島での実施予定 兄島で 5/6 に 1 回目を実施。 兄島でのアノール緊急対策が

集中するため、実施に関して

は、傭船の調整が必要 

オガサワ

オオコウ

モリ 

村 2 農作物被害防除対

策事業 

父島 硬質樹脂製ネットを使用した農作物

被害防除施設及び器具の設置を希望

する者に対し、施設等設置に要する資

材を無償貸与する事業を実施する。 

硬質樹脂製ネット使用の施設及び器具の

設置により、本種のネット絡まり事故も

なく、農作物被害も出ず、本種への保護

の関心も高まり、種の保全、村民生活の

両立が図られている。 

資材配布は、施設設置３件、器具設

置２件実施。 

１．施設設置資材貸与、設置        

２．既存施設の躯体を利用した硬質樹脂ネッ

ト張替え及び器具設置資材の貸与、指導、

設置 

３．施設設置場所環境整備     

４．暴風災害前後の維持管理 

５．栽培種別被害実態、施設等設置希望調査

６．栽培種別防除策、保護管理マニュアル作 

 成 

見直しなし 台風災害時の対応として、安全性

確保のため、硬質樹脂製ネット使用

の施設設置は、構造上、高さ２．５

ｍに制限を掛けている。 

高木の場合で、高所に果実が成る

場合は、硬質樹脂製ネット使用の器

具設置での対応を提示している。

然しながら、高所に集中して果実

が成る種、高木で葉が加害を受ける

種等の防除策が確立していない。

これらの防除策を考案し、実証実

験、生態に与える調査により安全性

が認められた防除策を提示する必

要が生じている。 

 
■実施機関：民間・共同・その他 

事業項目 平成 24 年度 平成 25 年度予定 

種名 № 事業名称 島・地域 事業内容 モニタリング項目 事業結果 平成 24 年 3月時点（予定） 平成 25 年 7月時点（見直し） 
課題・備考 

ネコ 民１ 

環２ 

 

緊急捕獲事業、平

成21年度より山域

捕獲事業 

父島 

・ 母

島・弟島 

母島北進線において、アカガシラカラ

スバト保護のため、ノネコの緊急捕獲

を行う。 

 28 捕獲し、父島で一時飼養後に、東

京都獣医師会へ搬送した（3/7 現在）。

継続して実施 見直しなし 地元 NPO〈小笠原自然文化研究

所〉が実施。＜小笠原のネコに

関する連絡会議＞において共

同実施、＜東京都獣医師会＞が

協力 

 

ネコ 民 2 適正飼養推進事業 父島 

・母島 

 

23 年度と同規模で実施。 

更なるマイクロチップ挿入率の向上

と適正飼養の推進を図る。 

 

新規転入者への周知徹底を図る。 

 派遣動物診療団により、父島・母島

で計 132 頭のネコを診療し、このう

ち未装着なネコ 6 頭にマイクロチッ

プを挿入し、挿入率は 67％を達成し

た。 

派遣獣医師による飼い主との懇談会

を開催し、適正飼養の推進と野生動

物保護の理解を図った。 

また、獣医師との意見交換会、小中

学校等での次世代教育を実施した。

24 年度と同規模で実施。 

更なるマイクロチップ挿入率の向上と適正飼

養の推進を図る。 

 

新規転入者への周知徹底を図る。 

見直しなし 事業費については村負担。＜小

笠原のネコに関する連絡会議

＞において協力、＜東京都獣医

師会＞が協力 

 

アホウド

リ類 

民 3 アホウドリ類繁殖

状況調査 

聟島列島 

父島列島 

母島列島 

継続して実施 

聟島列島でアホウドリの調査に

着手 

アホウドリ類（クロアシアホウドリ、

コアホウドリ） 

聟島列島：全域 

父島列島：孫島 

母島列島：姉島属島・妹島属島 

①クロアシアホウドリ繁殖数 

・聟島列島 933 羽、 

・父島列島 7 羽 

・母島列島 14 羽 

②コアホウドリ繁殖数 

・聟島列島 11 羽 

継続して実施 見直しなし 地元 NPO〈小笠原自然文化研究

所〉と連携して実施。 

【実施機関】 

No.1 小笠原ネコに関する連絡会議（自然保護官事務所、小笠原総合事務所国有林課、支庁、村、村教委、NPO 小笠原自然文化研究所）、小笠原自然解説指導員連絡会、（社）東京都獣医師会が実施。 
協力：島内獣医師、ボランティア（捕獲・飼育）、小笠原海運（株）、母島観光協会、関東地方環境事務所、東京都環境局 

No.2  （社）東京都獣医師会と小笠原ネコに関する連絡会議（自然保護官事務所、小笠原総合事務所国有林課、支庁、村、村教委、NPO 小笠原自然文化研究所）が実施。 協力：NPO どうぶつたちの病院。主な活動資金は(財)自然保護助成基金助成事業による。 
No.3  東京都小笠原支庁、NPO 小笠原自然文化研究所 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


